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― 忘れ得ぬ交流の日々 ―
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私が京都産業大学で教佃をとったのは，1967年（昭和 42年）から 1985年（昭和 60年）の 18年間，










































































立ち上げた．時を経て，2010年（平成 22年）8月 29日，日本簿記学会第 26回全国大会が本学部を
準備校として開催され，私は記念講演（題名：わたくしのカメラリスティーク研究）を依頼された
ことは，望外の幸せであった．加えて最近，本学部の橋本武久教授が日本簿記学会の副会長に就任
されたのも嬉しいニュースである．
ゼミの卒業生は約 300名を超える．そのうち，経営学部ではじめて公認会計士二次試験に合格し
た毛利氏（上掲）のほか，数十名の税理士や国税専門官が第一線で活躍している．実は嬉しいことに，
ここ 40年間―京産大退職後ですら―私の誕生祝賀会を毎年催してくれており，この会には後年
奉職した他の 2大学のゼミ生も加わってくれている．ゼミの「教え子」といってもゼミ 1期生はす
でに古希を迎えており，話題はいまや健康と孫の話ばかりである．かつては「人生は一期一会，人
とのご縁を大切に」を口癖にしていた私であるが，最近では―そこは会計学者らしく―「FIFO（先
入先出法）こそ人生の順法，LIFO（後入先出法）は人生の逆法だよ」（転じて，私より先に逝くな
よという意味）と諭すことにしている．
私は今年で満 84才．米寿（数え 88才）を迎えるのもそれほど遠くないであろう．想えば，大阪
府立大学経済学部を振り出しに，福山大学経済学部まで約 47年の教員生活であったが，京産大経営
学部での在職期間はその半分にも満たない．しかしながら，在職中に得られた内外の諸先生方なら
びに教え子たちとの交流の日々は，私のこれまでの人生の歩みにおいておおいなる糧となっている．
ここに，改めて心から感謝申し上げたい．
